
老
人
会
よ
り
お
知
ら
せ

老
人
会
で
は
例
年
実
施
を
し
て
お
り
ま
す

「
鍬
及
び
包
丁
研
ぎ
」
の
修
繕
を
、
次
の
日
程

の
通
り
実
施
致
し
ま
す
。

日
時

11
月
20
日

午
前
９
時
よ
り
11
時
ま
で

場
所

漁
民
会
館

修
理
代
は
無
料
で
す
。

恒
例
の
「
道
作
り
」
奉
仕
活
動

10
／
17
（
日
）
曇
り
空
の
中
で
し
た
が
各
組

と
も
組
長
の
指
示
に
従
い
其
々
の
生
活
道
路
の

草
刈
り
作
業
を
予
定
通
り
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
協
議
会
の
役
員
は
別
行
動
の
作
業
に
て

西
ヶ
岡
広
場
一
帯
の
草
刈
り
な
ど
実
施
し
た
。

市
長
と
語
る
会
の
実
施

10
／
18
（
月
）
下
田
東
中
学
校
体
育
館
に
て

浜
崎
地
域
「
市
長
と
語
る
会
」
が
行
わ
れ
た
。

会
は
、
市
政
の
現
状
、
課
題
、
地
域
の
将
来
像

の
順
に
進
み
、
最
後
に
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

主
な
テ
ー
マ

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

①
感
染
症
対
策

新
・
下
田
モ
デ
ル
の
取
組
み

＊
し
ご
と
づ
く
り

①
魅
力
あ
る
観
光

②
市
と
の

多
様
な
関
わ
り
方
と
人
流
の
創
出

③
鳥
獣
害
対
策

＊
ひ
と
づ
く
り

①
東
京
２
０
２
０
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

の
取
組
み

②
学
校
教
育
の
こ
と

③
子
育
て
支
援

＊
ま
ち
づ
く
り

①
高
齢
者
福
祉

②
想
定
さ
れ
る

地
震
津
波
災
害
の
対
応

③
公
共
施
設
等
の
活
用
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発
行
者

須
崎
協
議
会

文
化
厚
生
部

下
田
市
須
崎
一
七
九
九
番
地

須
崎
漁
民
会
館
内

電
話

０
５
５
８
（
２
２
）
８
０
５
６

題字:梅田弥祐先生

幼
き
頃
の
思
い
出
Ⅱ

文
化
・
厚
生
部
担
当

森

豊
春
（
平
治
）

自
分
の
中
の
『
夏
の
風
物
詩
』
の
続
き
、
今
回
は
「
夏
祭
り
」
に
つ
い
て
書
い
て
み

た
い
。
託
児
所
の
頃
か
ら
太
鼓
を
引
っ
張
り
始
め
た
と
思
う
。

「
託
児
所
」
と
い
う
名
称
は
、
若
い
人
に
は
ピ
ー
ン
と
こ
な
い
と
思
う
が
、
昭
和
三
十

年
代
半
ば
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
の
多
く
が
お
世
話
に
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。

観
音
寺
の
お
堂
前
に
公
民
館
の
様
な
建
物
が
あ
り
、
幼
稚
園
に
通
う
前
の
三
歳
か
ら
五

歳
ま
で
の
子
ど
も
が
お
世
話
に
な
っ
た
所
で
あ
る
。
自
分
の
思
い
出
と
し
て
は
、
紙
芝

居
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
貰
っ
た
こ
と
。
舞
台
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
畳
が
敷
い
て
あ
っ

て
、
そ
こ
で
よ
く
昼
寝
を
し
た
こ
と
。
今
で
も
水
が
流
れ
て
い
る
が
お
堂
の
横
に
あ
る

溝
で
カ
ニ
取
り
を
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

「
夏
祭
り
」
が
「
託
児
所
」
の
こ
と
で
、
脱
線
し
て
し
ま
っ
た
が
、
観
音
寺
に
墓
参
に

行
く
た
び
に
、
弁
天
丸
の
一
成
船
長
や
八
倉
丸
の
浩
史
船
長
な
ど
と
よ
く
遊
ん
だ
こ
と

が
良
き
思
い
出
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る
の
で
記
し
て
み
た
。

さ
て
、
祭
り
の
初
日
、
メ
イ
ン
は
太
鼓
引
き
で
あ
る
。
夕
方
、
越
瀬
と
小
白
浜
か
ら

太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
始
ま
り
で
あ
る
。
自
分
は
西
条
な
の
で
、
「
政
」
さ
ん

の
前
で
待
っ
て
綱
を
引
っ
張
っ
て
い
る
仲
間
に
加
わ
る
。
当
時
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
が
い
た
の
で
か
な
り
長
い
列
に
な
っ
た
。
若
い
衆
の
先
導
で｢

太
田
屋｣

の
前
か
ら
細

く
長
い
上
り
坂
を
終
点
で
あ
る
「
茂
左
」
さ
ん
の
庭
先
ま
で
、｢

ゾ
ロ
ゾ
ロ｣

と
言
う
感

じ
で
引
っ
張
っ
て
行
っ
た
。
終
点
に
到
着
す
る
と
若
い
衆
が
、
太
鼓
台
の
中
か
ら
お
菓

子
を
出
し
て
配
っ
て
く
れ
る
。
こ
の
お
菓
子
を
貰
う
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
辺
り
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
風
景
だ
と
思
う
が
、
大
き
な
違
い
は
、
綱
を
引
く

子
ど
も
の
数
が
と
て
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
感
覚
で
は
綱
を
引
く
と
い
う

よ
り
は
、
綱
に
触
っ
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
。

「
少
子
高
齢
化
」
の
現
代
と
「
団
塊
の
世
代
」
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
が
小
学
生
だ
っ
た

時
代
と
の
大
き
な
流
れ
を
感
じ
る
。

「
夏
祭
り
」
が
最
も
盛
り
上
が
る
二
日
目
、
本
祭
り
、
い
よ
い
よ
神
輿
と
道
具
の
出

番
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
自
分
の
幼
い
頃
の
記
憶
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
あ
る
の
は
、

現
在
須
崎
バ
ス
停
留
所
の
東
側
に
砂
浜
が
あ
り
、
夕
方
に
そ
こ
か
ら
神
輿
と
道
具
が
海

に
入
り
練
り
合
っ
て
い
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
、
父
が
白
い
装
束
を
身
に
つ
け
、

元
気
よ
く
出
掛
け
て
行
っ
て
、
夜
疲
れ
た
様
子
も
見
せ
ず
に
、
酒
に
酔
っ
て
楽
し
そ
う

に
帰
っ
て
来
た
思
い
出
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。

須
崎
の
神
輿
と
道
具
の
特
徴
は
自
分
な
り
に
、
「
躍
動
感
」
と
「
勇
壮
さ
」
だ
と
思
っ

て
い
る
。｢

ヨ
イ
ヨ
イ
、
ヨ
イ
ヨ
イ｣

の
掛
け
声
で
小
走
り
に
跳
び
は
ね
な
が
ら
、
勢
い

よ
く
前
の
道
具
に
ぶ
つ
か
っ
て
行
く
躍
動
感
。
ぶ
つ
か
っ
て
は
離
れ
、
ぶ
つ
か
っ
て
は

離
れ
る
。
こ
れ
に
神
輿
も
加
わ
り
、
練
り
歩
く
姿
は
勇
壮
で
あ
る
。
ま
た
、
神
輿
や
道

具
を
持
ち
上
げ
な
が
ら
練
り
歩
く
姿
は
よ
り
勇
壮
的
で
、
他
に
例
を
見
な
い
、
類
い
希

な
ま
つ
り
だ
と
思
っ
て
い
る
。
担
ぎ
手
が
減
り
、
道
具
の
数
が
減
る
な
ど
と
言
う
声
も

聞
こ
え
て
く
る
が
、
こ
の
祭
り
が
未
来
永
劫
ず
っ
と
続
い
て
行
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

今
回
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
思
い
つ
く
ま
ま
、
稚
拙
な
文
章
を
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後

に
、
歳
を
重
ね
た
「
自
分
の
夏
祭
り
」
体
験
を
書
い
て
み
た
い
。

大
学
一
年
の
夏
休
み
、
帰
省
し
た
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
祭
り
が
あ
っ
た
。
友
人
に
誘

わ
れ
る
が
ま
ま｢

若
い
衆｣

を
体
験
。
夜
中
、
太
鼓
台
の
前
で
「
ぐ
ず
り
」
も
さ
せ
て
貰
っ

た
。
二
十
代
最
後
の
「
大
頭
」
も
務
め
る
こ
と
も
出
来
た
。
三
十
歳
を
過
ぎ
て
二
度
三

度
と
、
薙
刀
を
担
が
せ
て
貰
っ
た
。
翌
日
、
激
し
い
筋
肉
痛
で
、
「
ト
イ
レ
に
行
く
の

も
ま
ま
な
ら
な
い
」
と
い
う
貴
重
な
体
験
も
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
、
須
崎
を
留
守
に
す
る
事
が
多
か
っ
た
自
分
が
こ
の
よ
う
な
体
験
を

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
託
児
所
以
来
の
同
級
生
の
存
在
が
と
て
も
大
き
い
。

伊
平
屋
の
一
成
君
、
八
倉
の
浩
史
君
に
は
と
て
も
感
謝
を
し
て
い
る
。

先
の
話
で
は
あ
る
が
、
皆
揃
っ
て
、
喜
寿
・
米
寿
の
祝
い
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

十
月
の
実
施
行
事

1
日(

金)

回
覧
日
、

2
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

5
日(

火)

わ
ら
い
の
輪

中
止

6
日(

水)

古
着
回
収

7
日(

木)

夏
期
対
策
協
議
会
反
省
会

8
日(

金)
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸﾙ

分
別
収
集

13
日(

水)

下
田
安
全
運
転
管
理
者
講
習
会
①

14
日(

木)

下
田
安
全
運
転
管
理
者
講
習
会
②

〃

区
協
議
会
定
例
会

15
日(

金)

漁
協
水
産
祭
り

16
日(

土)

両
神
社
秋
の
例
大
祭

〃

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

17
日(

日)

区
内
一
斉
道
作
り
（
8
時
～
）

18
日(

月)

市
長
と
語
る
会(

下
田
東
中
学
校)

20
日(

水)

古
着
回
収

22
日(

金)

回
覧
日

24
日(

日)

参
議
院
県
補
欠
選
挙
投
票
日

26
日(

火)
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸﾙ

分
別
収
集

31
日(

日)

衆
議
院
総
選
挙
投
票
日

十
一
月
の
予
定
行
事

2
日(

火)

高
齢
者
フ
レ
イ
ル
測
定
と
運
動

3
日(

水)

【
文
化
の
日
】

5
日(

金)

回
覧
日
、

6
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

9
日(

火)
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸﾙ

分
別
収
集

〃

第
5
分
団
消
防
放
水
演
習

11
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

17
日(

水)

下
田
安
全
運
転
管
理
者
講
習
会
③

〃

古
着
回
収

19
日(

金)

回
覧
日
、
／
わ
ら
い
の
輪

20
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

老
人
会(

鍬･

包
丁
研
ぎ
修
繕)

23
日(

火)

【
勤
労
感
謝
の
日
】

〃

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸﾙ

分
別
収
集

〃

下
田
岳
精
会
詩
吟
大
会(

9
時
～)

24
日(

水)

市
特
定
健
診(

大
腸
・
肺
が
ん)

29
日(

月)

大
腸
が
ん
検
診

十
二
月
の
予
定
行
事

1
日(

水)

古
着
回
収
／
消
防
団
夜
警
開
始

3
日(

金)

回
覧
日
、

4
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

5
日(

日)

地
域
防
災
訓
練

6
日(

月)

わ
ら
い
の
輪

8
日(

水)
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸﾙ

分
別
収
集

9
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

10
日(

金)

胃
・
肺
が
ん
検
診

15
日(

水)

古
着
回
収

16
日(

木)

市
特
定
健
診(

大
腸
・
肺
が
ん)

18
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

月)

爪
木
崎
水
仙
ま
つ
り
オ
ー
プ
ン

22
日(

水)
ﾘ
ｻ
ｲ
ｸﾙ

分
別
収
集

31
日(

金)

年
越
し

須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

丑
嶋

久
雄

７
，
セ
キ
レ
イ
（
鶺
鴒
）

路
上
で
尾
羽
を
上
下
に
速
く
動
か

し
な
が
ら
餌
を
啄
み
、
人
や
車
が
接

近
し
て
も
な
か
な
か
逃
げ
な
い
小
鳥

が
い
ま
す
。
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
で
す
。

日
本
に
は
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
、
ハ
ク

セ
キ
レ
イ
、
キ
セ
キ
レ
イ
の
３
種
の

セ
キ
レ
イ
の
仲
間
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
は
日
本
固
有

種
で
す
が
、
他
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
お
よ

び
ア
フ
リ
カ
中
部
か
ら
南
部
に
分
布
、

日
本
で
は
九
州
以
北
に
生
息
す
る
留

鳥
で
す
。
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
と
ハ
ク

セ
キ
レ
イ
の
色
は
は
白
と
黒
で
よ
く

似
て
い
ま
す
が
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
は

目
の
下
が
白
く
な
っ
て
い
る
の
で
区

別
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
水
辺
や
畑
な
ど
を
歩
き

な
が
ら
水
中
や
岩
陰
、
土
中
な
ど
に

潜
む
昆
虫
類
や
ク
モ
、
ミ
ミ
ズ
な
ど

を
主
に
捕
え
て
食
べ
、
初
夏
に
繁
殖

期
を
迎
え
ま
す
。

人
懐
こ
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
、

イ
シ
タ
タ
キ
（
石
叩
き
）
、
オ
シ
エ

ド
リ
（
教
鳥
）
等
い
ろ
い
ろ
な
呼
び

名
が
あ
っ
た
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
飛
騨
高
山
で
は
、
セ

キ
レ
イ
を
い
じ
め
る
と
、
「
親
死
ね
、

子
死
ね
、
鍋
も
茶
碗
も
破
れ
て
終
え
」

と
鳴
い
て
呪
う

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

「
日
本
誕
生
の

神
話
」
に
も
登

場
し
ま
す
。



地
域
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

12
／
5
（
日
）
は
「
地
域
防
災
の
日
」
で
す
。

当
日
は
午
前
9
時
の
サ
イ
レ
ン
と
共
に
訓
練
を

開
始
し
て
下
さ
い
。

自
ら
参
加
を
し
よ
う
。
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緩
や
か
に
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す

浜
崎
小
学
校

校
長

菊
池

正
仁

晴
れ
た
日
の
朝
は
通
学
路
を
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
す
れ
違
う

車
か
ら
こ
ち
ら
に
会
釈
し
て
く
だ
さ
る
方
が
と
て
も
多
く
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
爪
木
崎
口
の
信
号
に
立
っ
て
い
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
窓
を
開

け
て
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
っ
て
い
っ
て
も
須
崎
区
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
の
お
陰

で
頑
張
れ
そ
う
で
す
。

さ
て
、
夏
の
こ
ろ
猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
も
だ
い
ぶ
落
ち
着

き
、
学
校
も
徐
々
に
そ
れ
以
前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
回

も
三
枚
の
写
真
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
を
お
伝
え

し
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
二
人
の
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
た
四
年
生
の

「
ジ
オ
学
習
（
磯
観
察
）
」
で
す
。
台
風
に
よ
る
波
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
恵
比
須
島
の
北
側
の
湾
は
と
て
も
穏
や
か
で
、
安
心
し

て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
方
に
は
前
も
っ
て

学
校
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
事
前
学
習
や
安
全
対
策
を
し
た
の
で
、

当
日
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
始
間
も
な
く

は
な
か
な
か
生
き
物
が
捕
ま
え
ら
れ
ず
、
た
め
息
も
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
が
、
一
〇
分
も
す
る
と
男
女
問
わ
ず
「
捕
ま
え
た
！
」
と
い
う
は
ず

む
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
メ
ス
だ
よ
。
」
「
ヒ

ラ
イ
ソ
ガ
ニ
を
捕
ま
え
た
よ
。
」
と
教
え
て
く
れ
る
子
供
た
ち
の
目
の

輝
き
は
本
物
の
自
然
が
そ
う
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
捕
ま
え
た
カ
ニ
や
貝
、
魚
、
ヤ
ド
カ
リ
等
々
の
鑑
賞
会
を
行
っ

た
後
、
海
に
戻
し
ま
し
た
。
地
区
の
自
然
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
こ
の
四
年
生
は
実
際
に
取
っ
て
き
た
海
岸

の
砂
に
含
ま
れ
る
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
多
さ
も
学
ん
で
い
ま
す
。
「
豊

か
な
自
然
が
広
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
海
の
汚
れ
も
進
ん
で
き
て
い
る
」

こ
と
か
ら
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
何
が
必
要
な
の
か
、

考
え
ら
れ
る
力
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
は
「
児
童
会
意
見
発
表
会
」
で
す
。
後
期
児
童
会
の
メ
ン
バ
ー
が

決
ま
り
、
「
ど
の
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
き
た
い
の
か
」
発
表
し
ま
し

た
。
当
初
は
放
送
で
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保
し
、
舞
台
に
上
が
っ
て
、
し
っ
か
り
と
暗
記
し
た
自
分
の

意
見
を
み
ん
な
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
「
浜
崎
小
学
校
の
よ
さ
は
あ

い
さ
つ
で
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
」
「
児
童
会
目
標
の
に
こ
に
こ

元
気
な
浜
崎
っ
子
に
し
た
い
で
す
。
」
と
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
発
表
で
、

と
て
も
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
「
学
校
公
開
日
」
で
す
。
浜
崎
小
学
校
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
参
観
日
の
参
加
率
が
と
て
も
高
く
、
教
室
内
が
密
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
た
め
、
須
崎
地
区
が
午
前
中
、
柿
崎
地
区
が
午
後
の
授
業

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
分
散
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
も
、
都
合
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
本
来
な
ら
、
す
べ
て

の
地
域
の
方
に
参
観
し
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
し
た
の
で
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
来
年
は
実
現
で
き
る
こ
と

を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

～
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
～

《
十

月
》

25
日

中
村

と
め
子

さ
ん
９
３
歳
（
双
葉
屋
）

29
日

宮
原

清

さ
ん
８
５
歳
（
宮
原
）

〃

土
屋

玉
江

さ
ん
８
０
歳
（
彦
兵
衛
屋
）

ご意見募集

市、区などへの
ご意見、ご要望
ご提言、ご質問

身近な話題

「わが家の自慢」
何でも結構です
お寄せ下さい。

須崎協議会事務所

須
崎
の
歴
史
を
訪
ね
て
・
・
・
【
久
七
の
漂
流
】

「
鳥
島
漂
着
物
語
（
小
林
郁
著
）
」
よ
り
抜
粋
⑦

造
船
の
始
ま
り

「
こ
れ
程
ま
で
に
難
渋
し
て
命
を
つ
な
い
で
来
た
。

い
つ
の
世
に
な
っ
て
も
故
郷
の
様
子
を
知
る
こ
と
は
出

来
な
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
命
も
つ
き
こ
の
島
で
朽
ち
果

て
る
だ
ろ
う
。
日
頃
神
仏
に
今
一
度
日
本
に
帰
り
親
子

兄
弟
に
対
面
す
る
事
を
祈
願
し
て
来
た
。
幸
い
住
吉
丸

か
ら
大
工
道
具
を
持
ち
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
寄
木

（
流
木
）
な
ど
拾
い
集
め
小
舟
を
打
ち
建
て
運
を
天
に

任
せ
島
か
ら
乗
り
出
そ
う
、
神
仏
の
御
加
護
に
よ
っ
て

地
方
（
じ
か
た
）
へ
た
ど
り
着
き
、
親
子
兄
弟
と
再
会

で
き
れ
ば
良
し
、
運
が
尽
き
て
ど
う
な
ろ
う
と
も
、
元
々

島
で
朽
ち
果
て
る
命
だ
か
ら
少
し
も
思
い
残
す
こ
と
は

な
い
。
」
決
意
は
皆
ん
な
の
総
意
で
あ
っ
た
。

流
木
を
集
め
船
を
建
造
す
る
大
事
業
に
着
手
し
た
。

寛
政
３
年
（
１
７
９
１
年
）
～
９
年
（
１
７
９
７
年
）

準
備
に
３
年
、
完
成
に
３
年
計
６
年
を
か
け
て
小
舟
が

完
成
し
た
。

島
に
は
１
本
の
材
木
も
な
く
先
ず
流
木
を
拾
い
集
め
た
、

道
具
類
も
不
足
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
無
の
状
態
か
ら

６
年
の
歳
月
を
費
や
し
船
を
造
っ
た
。

造
船
の
経
過

先
ず
流
木
集
め
の
た
め
、
毎
日
海
岸
を
歩
き
回
り
流

木
を
探
し
た
。
粘
り
強
く
少
し
ず
つ
集
め
た
。

あ
る
時
切
り
捨
て
ら
れ
た
帆
柱
杉
の
丸
太
３
本
、
４
尋

（
７
．
２
ｍ
）
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
楠
の
板
も
あ
っ
た
。
大
工
道
具
は
山
刀
（
ナ
タ
）

１
挺
・
曲
尺
（
カ
ネ
ジ
ャ
ク
）
１
本
・
ヤ
ス
リ
２
挺
・

ノ
コ
ギ
リ
１
挺
・
ノ
ミ
３
本
・
斧
２
挺
・
脇
差
（
小
刀
）

１
本
し
か
な
く
船
造
り
を
し
た
。
船
１
艘
を
造
る
に
は

足
り
な
い
道
具
が
い
く
つ
も
あ
る
が
仕
方
が
な
か
っ
た
。

伊
豆
の
久
七
は
フ
イ
ゴ
を
作
り
鉄
を
溶
か
し
船
釘
を
作
っ

た
。
フ
イ
ゴ
は
寄
木
や
鳥
の
羽
で
苦
労
し
て
作
っ
た
。

久
七
は
古
釘
を
溶
か
し
、
釘
抜
き
や
金
鎚
・
キ
リ
・
新

し
い
釘
な
ど
作
り
造
船
の
準
備
は
整
っ
た
。

造
船
の
中
心
は
若
手
が
担
当
し
年
長
者
は
食
事
を
作
っ

た
。
設
計
は
茅
を
編
み
船
の
ひ
な
型
を
作
り
、
そ
れ
を

手
本
と
し
て
３
尺
（
９
０
㎝
）
の
模
型
船
を
木
で
作
り
、

周
到
な
計
画
を
立
て
造
船
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

既
に
材
木
は
余
る
ほ
ど
集
め
た
が
、
鉄
を
使
い
果
た
し

作
業
は
止
む
無
く
休
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

あ
る
日
釣
り
に
出
て
海
で
泳
い
で
い
た
者
が
岩
礁
の
間

に
錨
の
爪
を
見
つ
け
、
錨
を
引
き
上
げ
る
と
重
さ
10
貫

（
３
７
．
５
㌔
）
で
あ
り
こ
れ
を
溶
か
し
大
量
の
船
釘

を
作
る
こ
と
が
出
来
た
。
久
七
の
出
番
で
釘
作
り
に
頑

張
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

作
業
は
再
開
さ
れ
遂
に
船
は
完
成
し
た
。
準
備
に
３
年
、

船
造
り
に
３
年
気
の
遠
く
な
る
作
業
で
あ
っ
た
ろ
う
。

島
を
脱
出
す
る
こ
と
が
願
い
で
あ
っ
た
。

船
の
長
さ
６
尋
（
１
１
ｍ
）
幅
７
尺
（
２
ｍ
）
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
船
は
流
木
の
接
ぎ
張
り
だ
ら
け
の
船
で
あ

る
。
浸
水
（
ア
カ
）
を
恐
れ
た
の
で
木
の
皮
を
剥
ぎ
板

の
継
ぎ
目
に
「
巻
は
だ
」
を
詰
め
た
が
、
尚
不
安
の
た

め
「
漆
喰
」
を
塗
り
固
め
た
。

綱
も
木
の
皮
か
ら
作
っ
た
。
帆
は
４
反
帆
で
皆
の
衣
服

を
縫
い
合
わ
せ
、
錨
は
木
の
股
に
長
い
石
を
括
り
付
け

た
。
櫓
は
５
丁
あ
り
大
阪
船
と
住
吉
丸
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
船
は
伊
勢
神
宮
へ
の
祈
り
の
お
陰
な
の
で
「
伊
勢

丸
」
と
名
を
付
け
た
。
船
の
紋
所
は
三
つ
巴
と
し
た
。

船
は
丘
の
上
で
作
っ
た
の
で
崖
下
ま
で
の
海
ま
で
の
道

２
０
０
ｍ
も
作
っ
た
。

食
料
は
ア
ホ
ウ
ド
リ
と
魚
の
干
物
を
俵
に
詰
め
た
。

水
は
幸
い
竹
が
５
本
流
れ
着
い
た
の
で
「
竹
の
タ
ガ
」

を
作
り
４
つ
の
水
桶
を
完
成
さ
せ
た
。

天
明
５
年
（
１
７
８
５
年
）
土
佐
の
長
平
が
漂
着
し
て

13
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
そ
の
間
に
死
ん
だ
７
人
の
骨
を

掘
り
出
し
箱
に
詰
め
船
に
乗
せ
た
。

出
発
す
る
に
３
艘
の
漂
着
の
顛
末
を
板
に
書
き
残
し
た
。

水
の
溜
め
方
・
魚
や
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
捕
り
方
・
船
の
ひ

な
型
・
フ
イ
ゴ
・
鍋
・
火
打
石
な
ど
箱
に
収
め
、
後
世

こ
の
島
に
漂
着
す
る
人
々
の
為
に
残
し
た
。

寛
政
９
年
（
１
７
９
７
年
）
全
て
の
仕
事
は
終
わ
り
旅

立
つ
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。
旅
立
ち
は
「
生
か
死

か
」
彼
ら
の
必
死
の
覚
悟
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

次
号
に
続
く

山
三

土
屋

磯
雄

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

十
月
の
捕
獲
情
報

6
日
（
水
）
括
り
罠

1
頭

８
０
㌔
オ
ス

藪
六
の
自
宅
裏
の
山
中
に
て

〈

10

月

の

学

校

の

様

子

〉

10/15 4年生ジオ学習（磯観察）

10/21 児童会意見発表会

10/21 学校公開日


